
〔授業展開案３〕「説得力のある意見文を書こう」
（検証授業…３／８時）

１ 単元の指導の実際と手立ての検証（◆）

①意見文例を読み比べて説得力のある意見文の書
き方のポイントを知らせ，どんな意見文を書く
のか意識させた。
◆一時間の授業の目標ではなく，単元を通じて
言語活動のねらいである説得力のある意見文
を書くことを意識することで，生徒はこれか
らの学習の見通しをもつことができた。

②学習計画表で学習活動の流れを確認し，学習計
画を理解させた。

◆単元を通じて，どんな目標をもって，いつ，
どんな学習活動をするのかを理解することで，
生徒の学習に対する不安感は和らいだようだ
った。具体的な活動の見通しを示すこともで
きた。
◆学習計画表を初めて使用する生徒にも，学習
計画が必要であることを知らせることができ
た。その時間に自分が何を学習したか，身に
付けた知識・技能はどんなものかを確認する
ことが，次の学習につながることに気付いた
生徒が多かった。

「学習計画表」
※赤枠内に学習活動を示した。

①情報を収集し構成を工夫して意見文を書くまで
の活動を細分化し，スモールステップによる学
習活動で行った。
◆これまで何となく取り組ませてきた活動を，
手順を理解させて行わせることで，書くこと
が苦手な生徒にも，自分の意見を書いてみよ
うとする意欲を喚起することができた。

②位置付けた言語活動

◆位置付けた言語活動は，説得力のある意見文
を書くために必要な構成や表現の仕方を理解
させるのに有効な活動だった。
◆生徒は，各段落の役割を考える際にも，積極
的に発言し，読みを深めることができていた。

指導の実際

見通しをもつ場面

身に付ける場面

〔具体的手立て〕
①導入の工夫
②学習計画表

〔具体的手立て〕
①スモールステップによる学習活動
②言語活動
③教材等の工夫

「Ｂ 書くこと」（２）イ

〔意見文（応募作文）を書く〕
意見文の比べ読みと「考えるイルカ」で読み取っ
た構成や表現の工夫を利用して意見文を書く。

書くこと



③スモールステップによる学習活動に合わせて，
ワークシートや学習の手引き，学習プリントを
適宜用いた。
◆ワークシートは学習の流れを目で見て確認で
きるよう工夫したため，これまで言語活動に
消極的だった生徒でもすぐに先生に聞いて解
決しようとするのではなく，自分でまずやっ
てみてから質問したり，自分なりに工夫した
りする姿が多く見られるようになった。
◆学習プリントや学習の手引きを提示すること
で，生徒は常にそれを手元に置いて必要なと
きに利用することができた。学習プリント
「要点をとらえる」を家庭学習用の予習プリ
ントとして利用したが，授業の前にを要約の
手順を確認することができたため，生徒の活

「学習プリント」 動への苦手意識を和らげるのに有効であった。
また，授業中の活動にも抵抗なく取り組むこ
とができていた。
◆意見文を書く際に，情報収集の仕方や情報の
吟味の仕方，文章の構成に関する手引きを，
自分で必要に応じて再確認することができて
いた。

「学習の手引き」
※赤枠内に要約の手順を示した。

「手引きを活用する生徒の様子」

①書き上げた意見文をお互いに読み合わせ，意見
交流を基に相互評価に取り組ませた。
◆お互いに読み合い，評価し合うことで，生徒
は自分の意見を振り返ることができた。更に，
自分の考えを深め，より説得力のある意見文
にするために必要なことを自分の言葉でまと
めることができていた。

②振り返りの欄に，活動の自己評価と反省を記入
させた。
◆最初は漠然とした感想を書いていた生徒が，
単元の最後には具体的に身に付けた知識・技
能について書くことができるようになった。

「学習計画表」
※赤枠内が振り返りの欄。

〔具体的手立て〕
①交流
②学習計画表
③事後アンケート

振り返る場面

生徒のコメントより

◆見通す段階…しっかり意見文について考えるこ

とができた。説得力のある意見文

のポイントが分かった。

◆身に付ける段階…文章の構成や論理の展開につ

いて分かった。文章の中心部

分と付加部分の意味が分かっ

た。

◆振り返る段階…いろいろな感想を書くことがで

きた。



２ 生徒の変容
（１）学習の振り返りの欄の記述

①見通す段階の記述（抜粋）
・説得力のある文を書くポイントが分かった。
・どちらの文がよいか比べることによって，どこが
よい点なのか分かった。
・説得力のある意見文には分かりやすい文章のポイ
ントが全部あって分かりやすかった。
・文章をきちんと読み取ることができた。発表する
こともでき，問題点を発見することもできた。
・説得力のある意見文を書くポイントが分かったの
で，自分が書くときには工夫したいと思う。
・文章の構成が分かった。
・グループで話し合って，文章の構成や見出しを考
えることができた。
・文章の構成について分かった。段落の見出しを考
える話し合いでは自分たちで意見をまとめること
ができた。
・見出し（キーワード）の見つけ方と文章の構成が
よく分かった。

②身に付ける段階の記述（抜粋）
・キーワードを抜き出して筆者の意見をまとめるこ
とができた。
・段落の役割を考えたらイルカの考え方がよく分か
った。
・筆者の意見をまとめるのが難しかったが，理解で
きたのでよかった。
・要点をまとめ，要約するのは難しかったが，一つ
ずつやったら意外にうまくまとめられた。
・序論，本論，結論が分かった。
・考えるイルカという長い文章になったら，はっき
り分かれていないところもあるので構成を考える
のが難しかった。
・自分の意見文の参考になる構成や表現の特徴をま
とめることができたので良かった。
・文章の構成や論理の展開が分かった。
・キーワードの抜き出しができた。今度は考えるイ
ルカの筆者の意見の中心文を書くことができるよ
うにがんばる。
・文章を短くまとめたり，キーワードを抜き出した
りできてよかった。
・段落の内容などは分かったが要点をまとめるのが
難しかった。自分なりに要約できたのでよかった。
・資料から大事な部分だけ取り出し，要約をしてい
くということが少しずつ分かってきた。それをつ
なげて意見文を書けばよいことも分かった。
・自分の伝えたいことに応じて資料を読み取ること
が難しかった。
・テーマを決めることはできたけど，テーマに合っ

二つの意見文を読み比べ，よ

り説得力のあるのはどちらか選

択する活動を行った。その際、

根拠を明らかにさせ，それを説

得力のある意見文を書くポイン

トとしてまとめさせた。

生徒の振り返りの欄の記述か

ら，８割以上の生徒が，「構成

や表現の仕方の特徴」について

理解できたと判断している。

モデル学習で行った読み取り

の方法を利用して，「考えるイ

ルカ」の構成や各段落の役割を

考える活動と筆者の意見を要約

する活動を行った。

生徒の振り返りの欄の記述か

ら，これまでの学習で身に付け

た要点まとめや構成に関する知

識・技能を活用して活動するこ

とができたことを多くの生徒が

実感していることがうかがわれ

る。

② ①③

①見通す場面

③振り返る場面

②身に付ける場面



た資料を集めることがあまりできなかった。
・たくさんの資料を集め，大事なところをまとめる
ことができた。
・資料を調べるのが楽しかった。前にやったので大
事な部分を抜き出すことが早くできた。
・私は作文が嫌いだけど，前よりは好きになれた。
たぶんスラスラ書けたからだと思う。
・自分の言いたいことを全部書けたかは分からない
が，構成や表現を考えて書くことができた。
・時間はかかったけど，うまく意見文を書けたので
よかった。
・説得力のある意見文を書くことは難しかったが，
自分なりに書くことができた。

③振り返る段階の記述（抜粋）
・他の人の意見文の良いところをどんどん自分の意
見文に取り入れて，自分の力を伸ばしたい。
・みんなの意見文はちゃんと分かりやすく書けてい
た。
・他の人の意見文を読んで，もっと自分の意見文も
工夫しなければいけないと思った。次に書く時が
あれば，友達のアドバイスを生かして書きたい。
・班の人の意見文のよいところやアドバイスを見付
けられたのでよかった。そして，自分の意見文に
生かしたいところもいっぱい見付けられた。

（２）相互評価後の感想より（抜粋）
※①の評価の観点を利用して，まず自分の意見文についての自己評価を②に記入させた。
その後，相互評価を行い，そこでの気付きを自分の意見文にいかすために④にまとめている。
④での記述は②よりも具体的になっており，考えの深まりがうかがえる。

…評価の観点
ア 自分の立場や意見が明確に示されている。
イ 意見に対する根拠が具体的に示されている。
ウ 構成を工夫して分かりやすく書かれている。
エ 接続語や指示語を適切に使って論理の展開が
分かるように書かれている。

…自己評価 …友達の作品を評価

…相互評価後の感想（生かしたいと思った点）

〔生徒の気付きの変容〕

グループでお互いの意見文を

読み合い，よいところとアドバ

イスを見付けて相互評価を行っ

た。

説得力のある意見文のポイン

トを評価の観点として友達の意

見文を読み，評価することで，

全員が自分の意見文の改善点を

見付けることができており，有

①②③④

①

② ③

④

無駄が多く，話がずれているところがあった。始まり

がはっきりせず，意見の終わりが分からない。

構成をもっとはっきりさせて，自分の意見とバランス

よく事実を入れたい。根拠をもっとはっきりさせよう

と思う。

もっと具体的な書き方をすればよかった。

具体的な例をもっと数値を使って表そうと思った。み

んなの意見文は，自分の主張したいところがはっきり

書いてあったので，私も自分の主張をもっと分かりや

すく書こうと思った。

自分の意見文（応募作文）の

テーマを設定し，構成や表現を

工夫して相手に分かりやすい意

見文を書く活動を行った。

生徒は，説得力のある意見文

を書くためにはどんなことに気

を付けて書けばよいのか意識し

書くことができていた。そのこ

とによって，身に付けるべき知

識・技能がどんなものなのか意

識するようになったことがうか

がわれる。



（３）生徒作品より

３ 指導者の考察

・単元を通じて，生徒はどの時間も一生懸命に活動に取り組んでいた。学習計画表を活用すること
で，何のためにいつどんな活動をするのか見通しをもって学習することができていた。
・事前に予習課題として配布した学習プリント「要点をまとめよう」の学習の手引きや説明的な文
章の構成を示した手引き等を，生徒は再確認のためによく見ており，生徒の学習を支えるものと
して効果的だったと思う。
・複数の意見文を比較して，説得力のある意見文の書き方のポイントを考えることや「考えるイル
カ」の要約をする活動がモデル学習となって，意見文を書く際の生徒の活動はスムーズだった。
・教材文が段落の役割や構成がはっきりと分けられない部分のあるものだったので，読み取りには，
他の説明的な文章等でモデル学習を行うなど，あと一手間必要だと感じた。
・教材文の読み取りに時間が掛かってしまったので，書くことの授業であることを意識して活動内
容を更に精選したり，ワークシートを工夫したりする必要があると思う。

この単元に入る前の自己評価では，構成や表現を工夫をして書くという意識がな
かったと書いていた生徒だが，この意見文では，評価の観点ア～エの全ての項目
について意識して書くことができている。説得力のある意見文の書き方のポイン
トとしてまとめた項目（評価の観点として提示したものと同一）を意識して書く
ことによって，全体のまとまりもよく分かりやすい文章になっている。相互評価
でも高く評価され，本人の自己評価にも，自分の意見を分かりやすく伝えること
ができて達成感を感じていることが記述されている。また，評価の観点が分かっ
ているので，自分で推敲することができている。
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意見に対する根拠（理由）が具体的に

示されている。

序論・本論・結論の形で構成を工夫して分かりやすく

書かれている。（結論部分は省略）



〔生徒用手引きの活用〕
これらの手引きを意見文を書く際に参考にさせた。

「情報を収集しよう！」 「集めた情報を吟味しよう！」

「説明的な文章に強くなろう！」


